
新型コロナウイルス感染症の影響を乗り越えるため、国の生産性革命推進事業を活用し
前向きな投資を実施する市内事業者に対し、取り組みを後押しする応援金を支給します。
※国の「生産性革命推進事業」に係る補助金の交付決定を受けていることが条件です。

①事業計画などを作成
対象補助金に申請※ものづくり補助金

持続化補助金

ＩＴ導入補助金

国の対象補助金

②交付決定を受ける

仙台市

③応援金を申請

以下の全ての要件に該当する方が対象となります。
・（中小企業） 本店を仙台市内に置いていること
（個人事業者）住民登録または所得税申告上の納税地が仙台市内であること
（その他法人）主たる事務所を仙台市内に置いていること

・国の対象補助金※１に申請を行い、令和２年４月１日から令和３年１月３１日までに
交付決定を受けていること※２

・市税を滞納していないこと
※１ 対象補助金は国が実施している『生産性革命推進事業』に係る『ものづくり補助金』『持続化補助金』

『ＩＴ導入補助金』です。
※２ 交付決定日が令和2年4月1日以降であれば、応援金の申請受付開始以前に国の対象補助金の交付決定を受

けている場合も対象となります。

支給要件

国の補助金の交付決定額が
① 50万円未満の場合 １０万円
② 50万円以上500万円未満の場合 ２０万円
③500万円以上の場合 ５０万円

仙 台 市 地 域 産 業 応 援 金

【国の対象補助金の申請支援に関するお問い合わせ先】

仙台市中小企業応援窓口（仙台市産業振興事業団内）

☎ ０２２－７２４－１１２２（受付時間 平日 9：00～17：00）

【応援金に関するお問い合わせ先】

仙台市経済局地域産業支援課 緊急経済対策担当

☎ ０２２－２１４－７３２９（受付時間 平日 8：30～17：00）

支給額

申請までの流れ

※仙台市産業振興事業団の『中小企業応援
窓口（下記参照）』で申請支援を行います。

【STEP１】国補助金への申請

市内
事業者

【STEP２】応援金申請

STEP１

STEP２
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（参考）国の生産性革命推進事業に係る補助金について
地域産業応援金の給付条件となっている国の生産性革命推進事業に係る補助金は次の
３つのメニューがありますのでご活用ください。

①ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助（ものづくり補助金）
【通常枠】 補助上限：1,000万円 補助率：中小1/2、小規模2/3
【特別枠】 補助上限：1,000万円 補助率：2/3～3/4
■活用事例：新規設備導入、試作品の原材料購入
■お問合せ：
ものづくり補助金事務局 050-8880-4053

②小規模事業者持続化補助（持続化補助金）
【一般型】 補助上限：50万円 補助率：2/3
【コロナ特別対応型】 補助上限：100万円 補助率：2/3～3/4
■活用事例：新製品ＰＲ用チラシ作成、キャッシュレス端末導入
■お問合せ：
仙台商工会議所 経営支援グループ 022-265-8127
みやぎ仙台商工会 経営支援課 022-372-3545

③サービス等生産性向上ＩＴ導入支援事業費補助（ＩＴ導入補助金）
【通常枠（A・B類型）】 補助下限・上限：30～450万円 補助率：1/2
【特別枠（C類型）】 補助下限・上限：30～450万円 補助率：2/3～3/4
■活用事例：予約管理システムの導入、ＲＰＡの導入
■お問合せ：
サービス等生産性向上IT導入支援事業事務局
0570-666-424

・申請書類及び必要書類を郵送でご提出ください（宛先は手引きをご確認ください）
・申請期間：令和２年７月１日（水）～令和３年２月１５日（月）まで（消印有効）
※予算がなくなり次第、申請の受付を締め切る場合があります。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、市役所・区役所の
窓口では申請書をお預かりできませんので、ご注意ください

1 申請書（様式第1号）
2 誓約書（様式第2号）
3 対象補助金の交付決定通知書の写し
4 対象補助金申請時に提出した事業計画書等又は導入ITツール一覧
5 請求書（様式第6号）
6 (法人)現在事項全部証明書又は履歴事項全部証明書
(個人)本人確認書類(住所記載のあるもの)、確定申告書又は開業届

7 申請者名義の銀行口座通帳の写し（口座名義、口座番号がわかるページの写し）

詳しくは、「申請の手引き」をご覧ください

※各補助金資料、中小企業庁 中小企業向け補助金・支援サイト
「ミラサポplus（https://mirasapo-plus.go.jp/）」を基に仙台市作成

申請方法

主な必要書類

例えば

例えば

例えば

商品を宣伝したい

ホームページを
開設したい

展示会出店したい

ITで経営状況を「見える化」したい

ITで業務を効率化したい

ITで働き方を改革したい

新事業にチャレンジしたい

生産ラインを増強したい

サービスの質を高めたい


